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平成２７年２月２０日 

 ＪＡＦ速報   

「九州管区広域緊急援助隊合同訓練」に参加 

～桜島の大噴火を想定・各県警等との連携強化～ 

― ＪＡＦ九州本部－ 
一般社団法人 日本自動車連盟（ＪＡＦ）九州本部（本部長 有田 耕一）は１月２３日（金）、鹿児

島市内で開催された「平成２６年度九州管区広域緊急援助隊合同訓練」（主催 九州管区警察局、

鹿児島県警察）に参加しました。 

 

これは、大規模災害時に備えた各関係機関の連携強化や防災意識の向上を目的として１６年前

から開催されているもので、今回は「桜島の大噴火による震度６強の地震と高さ３メートルを超

える津波の発生」を想定し、１１団体約５５０人が訓練に参加しました。 

 

ＪＡＦからは福岡・熊本・鹿児島の３支部からロードサービス隊員５人が臨み、被災想定現場

において緊急車両の通行を妨げている横転車両を迅速に排除しました。 

 

ＪＡＦは全都道府県警と協定（※）を結び、災害時に「ＪＡＦ特別支援隊」を派遣しておりま

す。今後も実践的な訓練に参加することで、各関係機関との連携を強め、地域防災体制の一翼を

担う責任を果たしてまいります。 

 

※災害対策本部等の要請を受けてＪＡＦが出動し、緊急交通路の妨げとなる車両をいち早く排

除する協定 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 日本自動車連盟  九州本部 

お問い合せはお気軽に…ＪＡＦ福岡支部 事業課 田代まで ＴＥＬ０９２－８４１－７７３１

（平日 月～金曜日 ９：００～１７：３０）                    

 

訓練風景 訓練に臨んだJAFロードサービス隊員 


